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梵
綱
嘆
略
二
経
の
成
立
年
代
ε
其
教
理
ご
に
就
て

宮
　
城

信
　
雅

　
梵
網
経
理
幣
経
の
二
幅
は
、
一
乗
系
大
乗
戒
律
の
所
依
の
経
典
宣
し
て
、
現
行
藏
経
で
は
、
大
乗
律

壷
中
に
編
入
さ
れ
て
る
る
が
、
僻
心
大
乗
律
部
な
る
も
の
は
、
最
初
よ
）
恥
部
こ
し
て
存
在
せ
る
も

の
で
な
く
、
心
々
は
論
の
内
に
存
在
せ
し
も
の
を
、
後
世
面
面
に
編
入
し
た
も
の
で
あ
る
。
智
旭
も

面
訴
知
津
の
序
に
於
て
「
大
乗
律
本
も
こ
諸
維
論
中
に
あ
り
、
小
乗
の
條
評
点
別
な
る
に
同
じ
か
ら

す
、
今
菩
薩
戴
を
學
す
る
も
の
を
し
て
雨
曇
し
場
か
ら
し
め
ん
鴬
に
、
歴
代
読
経
の
奮
例
に
順
ひ
伍

て
数
種
を
つ
ら
ぬ
」
ご
云
へ
る
が
如
く
、
も
こ
は
言
論
中
に
乱
せ
し
も
の
を
、
後
世
の
大
桑
家
が
、
小
乗

の
三
藏
に
点
し
て
分
写
せ
し
め
た
も
の
で
あ
る
。
開
元
録
第
十
二
懇
に
も
，
菩
薩
調
伏
藏
（
大
案
律
・

藏
）
の
理
路
纒
の
條
下
に
「
新
編
爲
神
」
ご
云
へ
る
を
見
て
も
此
事
は
明
で
あ
る
。
　
さ
れ
ば
大
乗
律
”
藏

は
大
粟
戒
律
の
條
項
が
其
主
要
部
を
占
め
て
み
る
事
勿
論
で
あ
る
が
、
大
乗
戒
律
其
物
が
已
に
小

乗
戒
律
の
如
く
、
数
團
の
論
法
規
定
こ
し
て
よ
り
も
、
精
紳
的
規
範
芝
し
て
多
く
の
霞
幕
を
有
す
る

も
の
で
あ
り
、
殊
に
此
二
経
の
如
き
は
、
大
桑
戒
律
思
想
以
外
に
、
哲
學
思
想
の
上
よ
り
見
て
、
印
度
佛



敷
史
上
に
於
け
る
興
味
あ
る
閥
題
を
も
含
ん
で
み
る
ご
考
へ
る
が
故
に
、
今
此
二
経
の
出
現
年
代

を
考
察
し
、
此
二
面
に
現
は
れ
た
る
敏
腕
思
想
に
論
及
し
た
い
ご
思
ふ
の
で
あ
る
。
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私
は
先
づ
此
方
維
の
出
現
年
代
を
定
む
る
に
就
て
、
謬
姦
吏
の
上
よ
り
考
察
し
、
次
に
華
嚴
経
こ

の
關
係
を
違
べ
て
其
成
立
年
代
を
明
に
し
、
龍
樹
と
の
閣
係
を
論
じ
、
進
ん
で
奨
風
趣
思
想
を
考
察

し
や
ラ
。

　
梵
綱
繧
の
翻
課
に
顧
て
は
開
元
録
第
一
に
康
孟
詳
の
羅
縄
中
に

　
梵
綱
経
二
憲
　
初
出
見
呉
録
或
三
巻

ご
あ
り
闘
本
こ
な
っ
て
み
る
Q
叉
智
計
第
四
懇
に
は
羅
什
古
経
中
に

　
梵
網
経
二
懇
　
弘
加
入
年
於
草
堂
寺
三
千
學
士
最
後
出
面
一
曲
云
々

叉
同
録
第
二
憲
に
は

　
梵
綱
経
二
懇
　
娩
秦
三
藏
旭
摩
羅
行
諜
、
第
二
葎
前
本
闘

ビ
あ
る
よ
り
見
れ
ば
、
明
に
画
風
は
康
孟
詳
ご
羅
什
鐸
ご
を
底
本
異
繹
と
考
へ
て
る
だ
様
で
あ
る
Q

若
し
然
9
ご
す
れ
ば
、
同
語
の
示
す
蓮
り
、
初
感
は
後
漢
の
立
面
の
興
季
元
年
か
ら
建
安
四
年
、
即
ち

西
暦
紀
元
一
九
四
年
よ
り
一
九
九
年
の
間
に
、
初
め
て
支
那
に
課
出
さ
れ
π
事
に
な
り
、
從
っ
て
そ

　
　
　
　
聾
〃
調
…
職
蝦
路
叩
二
輝
　
の
浩
夙
み
暴
距
・
代
マ
」
窯
ハ
数
理
芝
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
一
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山
脚
こ

れ
以
前
に
大
築
梵
綱
纒
が
成
立
し
て
み
だ
事
こ
な
る
の
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
俄
に
是
を
信
ず

る
事
は
出
面
な
い
。
何
こ
な
れ
ば
同
点
に
現
は
れ
だ
る
康
浮
言
謬
の
他
の
五
部
の
経
典
が
、
全
部

小
乗
経
典
で
あ
り
、
心
志
孟
詳
の
頃
の
鐸
維
は
殆
ご
小
乗
経
で
あ
る
の
に
、
大
乗
中
に
て
も
殊
に
覆

達
せ
り
ご
考
へ
ら
れ
叉
極
力
小
乗
を
破
算
し
た
梵
網
維
が
、
同
時
に
翻
謬
さ
れ
て
る
る
事
は
怪
し

む
べ
き
事
で
め
り
、
爾
志
出
三
藏
記
集
の
康
幕
議
の
鐸
経
論
に
は
、
中
本
起
経
一
憲
あ
る
の
み
で
あ

る
か
ら
、
此
記
載
は
恐
ら
く
歴
代
三
賓
記
以
後
に
附
沸
せ
ら
れ
た
る
妄
説
で
あ
る
か
、
或
は
羅
什
鐸

の
大
乗
梵
心
経
ε
臨
本
異
諜
に
非
す
し
て
、
小
乗
に
於
け
る
離
離
経
、
即
ち
長
篇
含
中
の
梵
動
纒
或

は
梵
網
六
十
二
見
樫
の
異
謬
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。
更
に
大
乗
梵
綱
経
が
、
西
暦
一
九
四
年
以

前
に
成
立
し
得
な
か
っ
た
事
は
後
に
華
二
品
ご
の
物
忌
を
論
ず
る
慮
に
於
て
も
明
に
な
る
で
あ

ら
う
。
　
さ
れ
ば
大
乗
梵
綱
縄
が
初
め
て
支
那
に
課
出
さ
れ
た
の
は
、
羅
什
課
で
あ
り
眺
秦
の
弘
始

入
年
、
即
ち
西
暦
四
〇
六
年
ε
な
る
。
而
し
て
羅
什
が
雄
叢
國
よ
り
六
二
の
露
光
に
・
捕
へ
ら
れ
て

來
た
の
が
、
前
秦
の
建
元
十
九
年
、
師
ち
西
暦
三
八
三
年
で
あ
る
か
ら
、
共
時
に
は
己
に
二
二
維
は
成

立
し
て
み
た
も
の
ビ
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
蕉
に
梵
綱
経
成
立
年
代
の
最
下
限
を
西
暦
三
入

扁
ご
年
ご
定
め
て
置
く
。

　
次
に
嬰
諮
経
に
就
て
は
、
開
元
録
第
四
憲
黒
黒
念
の
鐸
経
中
に
、



　
菩
薩
理
路
本
業
経
二
懇
　
或
直
云
婆
路
本
業
維
初
出
見
長
房
録

亡
あ
り
、
同
十
二
恕
に
は

　
菩
薩
理
路
曾
本
業
纒
二
窓
　
或
無
菩
薩
宇
、
新
編
爲
律
銚
秦
予
州
沙
門
竺
佛
念
謬
第
一
課
三
繹
二

闘
ご
あ
る
。
さ
れ
ば
是
が
支
那
に
翻
課
さ
れ
た
最
初
の
も
の
で
、
現
存
せ
る
唯
一
の
も
の
た
る
事

に
異
論
は
な
い
。
弼
し
て
同
業
竺
思
念
の
條
に
、
符
氏
の
建
元
年
中
に
曇
迫
持
鳩
摩
羅
佛
提
等
、
衆

経
を
持
し
て
長
安
に
來
り
、
竺
佛
念
推
さ
れ
て
是
を
鐸
出
し
た
事
が
記
さ
れ
て
居
り
、
竺
佛
念
の
鐸

野
中
最
も
古
い
年
號
の
記
さ
れ
て
み
る
の
は
、
建
元
十
二
年
即
ち
西
暦
三
七
六
年
ご
あ
る
か
ら
、
是

を
以
て
嬰
路
経
の
成
立
年
代
の
最
下
限
を
西
暦
三
七
六
年
ε
定
め
て
置
こ
う
。
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以
上
課
経
の
考
察
か
ら
是
等
二
子
成
立
年
代
の
最
下
限
を
定
め
た
の
で
あ
る
か
ら
、
次
に
敢
ハ
最

上
限
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
就
て
私
は
華
嚴
経
ご
の
關
係
を
考
察
す
る
。
先
づ

三
綱
…
経
が
盧
舎
那
佛
や
瀧
華
台
藏
．
世
界
海
を
説
き
、
上
懇
に
於
て
、
十
螢
趣
心
（
十
住
）
怨
讐
聾
心
（
十
宥
）

十
金
剛
心
十
回
向
）
及
び
十
地
の
名
相
を
墨
げ
で
一
々
是
を
説
明
し
、
殊
に
野
地
に
於
け
る
第
九
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ

を
膿
性
花
巌
地
ご
名
け
、
第
十
地
を
腱
性
野
僧
界
地
に
名
け
た
る
如
き
は
、
華
理
経
こ
の
關
係
深
き

事
を
思
は
し
め
る
も
の
で
あ
る
が
、
更
に
下
賜
の
初
に
於
て
、

　
　
　
　
梵
細
理
洛
二
経
の
成
立
年
代
ご
其
数
理
ぜ
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三
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此
蓮
花
台
藏
世
界
よ
り
没
し
、
没
し
巳
っ
て
燈
性
虚
塞
花
光
三
巴
に
入
り
、
本
源
閻
浄
提
菩
提
樹

　
下
に
還
り
膿
性
虚
塞
三
昧
よ
り
田
づ
、
出
で
已
っ
て
方
に
金
剛
千
光
王
座
及
妙
光
堂
に
座
し
て

　
十
世
界
海
を
説
き
、
復
讐
よ
り
処
っ
て
帝
膵
宮
に
至
り
十
住
を
説
き
、
復
讐
よ
り
起
っ
て
炎
天
中

　
に
至
っ
て
十
行
を
説
き
，
…
…
第
四
天
中
に
て
十
回
向
、
…
…
化
二
天
に
て
十
輝
定
、
…
…
他
化
天

　
に
て
＋
地
、
…
…
一
藤
中
に
て
＋
金
曜
－
…
二
灘
中
に
て
＋
怨
、
…
…
三
三
中
に
て
＋
願
、
…
－
復

　
四
脚
脚
中
摩
薩
首
羅
天
王
宮
に
至
）
て
、
我
・
本
源
蓮
花
二
世
界
塾
舎
那
佛
灰
説
心
地
法
門
ロ
間
を
説

　
く
◇

ご
述
べ
て
み
る
の
を
見
れ
ば
．
菩
提
蓮
場
に
て
十
方
世
界
海
を
説
き
、
切
利
天
（
帝
雪
天
）
に
て
十
住
を

説
き
、
夜
干
天
（
炎
天
）
に
て
十
住
を
説
き
、
兜
蝦
天
（
第
四
天
）
に
て
十
回
向
を
説
き
、
他
化
野
に
て
平
地
を

説
き
、
普
光
明
殿
に
て
嘉
定
誓
言
忍
を
説
け
る
華
巌
の
二
子
ご
説
法
ご
を
羨
望
せ
る
事
明
で
あ
っ

て
、
最
後
に
第
四
灘
天
中
に
て
此
纒
を
説
く
事
縞
な
り
、
明
に
一
部
華
嚴
の
後
に
出
で
た
る
事
を
知

り
得
る
の
で
あ
っ
て
、
上
懇
の
十
回
向
を
説
き
し
後
に
「
如
佛
華
経
中
贋
説
」
ビ
云
へ
る
　
、
恐
ら
く
華

巌
継
を
指
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
櫻
務
経
に
就
て
見
る
に
、
更
に
華
嚴
経
ご
深
き
開
係
あ
る
を
見
る
。
梵
綱
経
の
梵
綱
ご
蒋

す
る
は
、
梵
天
王
の
因
陀
羅
綱
の
重
々
交
徹
し
て
障
汗
せ
ざ
る
如
く
法
門
重
々
無
雀
法
身
を
荘
嚴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
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し
て
障
閨
な
き
を
喩
へ
た
る
も
の
で
あ
る
が
、
早
早
本
業
経
ざ
蒔
く
る
所
以
は
、
同
経
衆
集
品
第
一

に
は
　
興
復
四
十
二
光
を
放
つ
光
々
皆
百
萬
億
阿
僧
祇
功
徳
光
あ
り
理
路
こ
な
り
佛
身
を
巌
好
す
佛

　
本
業
理
幣
ご
は
十
住
十
行
十
回
胸
脚
地
無
垢
地
胆
同
地
…

叉
賢
聖
學
槻
口
㎜
第
三
に
て
は

　
一
切
菩
薩
功
徳
の
理
路
は
二
種
法
身
を
唖
聾
す
、
菩
薩
著
す
る
所
百
萬
阿
儒
勲
功
徳
行
を
製
務

　
ε
な
す
。
若
し
一
切
の
菩
薩
理
路
功
徳
法
門
に
入
ら
す
し
て
測
位
に
夢
入
る
を
得
ご
は
是
施
あ

　
る
事
な
し

ご
あ
り
て
、
佛
の
背
走
の
因
業
は
菩
薩
の
四
十
二
位
の
功
徳
行
に
し
て
、
是
が
煙
雨
を
里
宮
す
る
理

酪
こ
な
っ
て
み
る
の
で
あ
る
か
ら
、
難
平
を
菩
薩
本
業
理
路
経
ご
．
名
け
た
の
で
あ
る
。
此
四
十
二

位
を
説
け
る
こ
ご
が
已
に
華
澱
ご
關
係
深
き
事
を
思
は
せ
る
の
で
あ
る
が
、
賢
聖
學
華
墨
第
三
に

於
て
、
十
住
を
説
き
た
る
後
に
門
吾
先
に
重
利
天
に
て
十
槻
の
名
を
説
く
初
十
往
凡
夫
の
行
な
り
」
ご

云
ひ
、
十
行
を
説
き
た
る
後
に
、
先
に
曇
天
に
て
十
行
を
説
き
今
略
説
す
る
事
を
違
べ
、
十
回
向
を
説

き
た
る
後
に
、
先
に
兜
墾
・
天
中
に
て
響
く
十
回
向
を
説
き
今
山
ハ
法
要
を
説
く
ご
云
ひ
、
又
十
地
を
説

き
だ
る
押
後
に
、
先
に
第
↓
回
天
に
て
十
地
を
、
説
き
今
叉
略
開
…
す
ご
云
ひ
、
綴
目
四
十
一
鎌
入
法
要
鷺
心
を
説

　
　
　
　
弾
川
癩
…
卿
…
路
咽
二
継
牒
の
規
轟
並
加
甲
代
霊
跳
ハ
卿
魑
理
虐
に
．
號
…
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
五
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山
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山
ハ

き
た
る
後
に
、
先
に
三
灘
中
に
て
一
生
補
庭
の
菩
薩
の
白
め
に
、
車
糖
華
三
昧
百
萬
億
の
偶
を
説
く
，

今
賂
し
て
一
掲
の
義
を
説
く
ご
云
ひ
、
第
四
十
二
地
貸
客
地
を
説
き
て
、
先
に
此
樹
下
に
て
法
堺
海

を
説
く
、
今
無
し
て
佛
果
暴
威
を
開
く
ご
述
べ
、
叉
二
種
法
身
を
説
き
て
我
昔
普
光
堂
に
て
扁
切
衆

生
の
爲
に
漂
士
門
を
説
く
ご
云
へ
る
よ
り
見
れ
ば
、
華
嚴
の
宮
座
ε
説
法
ε
を
繊
隠
せ
る
三
更
に

明
で
あ
る
が
、
爾
大
衆
下
野
品
第
七
に
於
て
、
七
愈
の
所
説
ε
云
ひ
、
七
番
の
説
主
に
相
癒
す
る
七
菩

薩
、
文
殊
、
普
賢
，
法
惑
、
功
徳
林
、
金
剛
憧
、
金
剛
藏
、
善
財
董
子
の
名
を
摯
げ
、
叉
同
品
の
量
り
に
は
、
菩
提
樹

下
に
十
世
界
、
普
光
堂
に
十
佛
土
、
帝
…
輝
堂
に
十
住
、
鹸
天
に
十
行
、
第
四
天
に
十
回
向
、
第
六
天
に
十
地
、

舐
恒
林
に
入
法
界
品
を
説
け
る
事
を
記
し
、
最
後
に
「
興
復
此
第
八
會
座
に
至
り
十
方
無
極
の
大
衆

敬
首
菩
薩
一
切
衆
の
爲
め
に
六
入
明
門
を
説
く
」
ご
述
べ
て
み
る
の
を
見
れ
ば
、
聴
路
経
が
成
立
せ

る
時
に
は
華
嚴
緯
は
七
愈
の
説
こ
し
て
成
立
し
て
み
た
の
で
、
此
辱
七
曾
の
華
巌
経
を
繊
承
し
て
、
自

ら
第
八
會
の
説
こ
し
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
か
く
是
等
爾
経
が
同
一
華
墨
経
の
所
設
ビ
會

座
ご
を
…
繊
毛
せ
る
も
の
で
あ
っ
て
而
も
嬰
路
瀟
々
義
儲
第
四
に
於
て
、
重
ね
て
四
十
二
位
を
説
き

最
後
に
「
蕎
昔
第
四
灘
中
八
億
梵
天
王
の
爲
め
に
寂
生
玉
家
無
心
無
色
に
し
て
一
切
法
を
寂
照
す
・

る
を
説
く
」
ご
云
へ
る
は
、
第
四
藤
天
に
て
無
量
の
梵
天
王
の
不
可
説
の
菩
薩
衆
の
爲
め
に
、
盧
舎
那

佛
所
説
の
心
地
法
門
を
説
い
た
梵
網
経
を
指
せ
る
も
の
ご
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
さ
れ
ば
櫻
略

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼
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経
は
華
嚴
を
縫
ぎ
又
梵
網
よ
う
後
に
成
立
せ
る
事
ε
な
る
。

　
然
ら
ば
一
部
の
華
巌
経
は
何
時
頃
成
立
し
た
か
を
考
へ
て
見
る
に
、
灘
経
史
の
上
で
は
其
部
分

的
の
別
課
は
随
分
古
く
よ
り
現
は
れ
、
開
元
録
で
は
十
五
断
結
縫
（
十
上
品
胴
課
）
が
已
に
竺
法
蔚
の

課
兜
蟹
に
載
せ
ら
れ
て
み
る
。
是
は
畠
三
藏
記
集
に
も
記
載
せ
ら
れ
す
、
信
ず
る
事
は
出
來
諏
が
、

後
漢
の
黒
黒
迦
識
は
西
暦
一
四
七
年
よ
り
鐸
維
に
從
噛
し
、
四
品
経
（
華
巌
名
號
品
異
鐸
を
翻
鐸
し
、

奨
の
支
署
は
ニ
ニ
三
年
よ
り
課
経
に
從
事
し
て
、
菩
薩
本
業
経
（
華
十
二
二
品
異
課
）
を
謬
出
し
て
み

る
か
ら
、
此
頃
已
に
華
嚴
纒
の
一
部
分
が
存
在
せ
し
事
疑
ひ
な
い
。
か
く
し
て
漸
次
華
嚴
経
の
各

品
の
濁
蓋
し
把
る
経
典
が
成
立
し
て
、
後
に
一
部
の
華
六
経
が
成
立
し
淀
の
で
あ
る
が
、
是
が
支
那

に
盛
に
課
さ
れ
た
の
は
、
西
晋
竺
法
護
か
西
暦
二
入
○
頃
よ
り
十
腸
管
の
別
行
た
る
菩
薩
十
住
行

空
薫
経
、
十
地
潜
の
別
行
た
る
警
備
一
切
智
徳
経
、
十
定
論
の
別
行
た
る
聖
目
菩
薩
所
論
三
豚
繧
、
如

來
出
現
品
及
十
彫
上
の
別
行
た
る
如
來
興
顯
纒
、
離
過
問
昂
の
別
行
た
る
早
世
黒
黒
を
鐸
出
せ
る

頃
か
ら
で
あ
る
。
而
し
て
法
護
は
羅
什
三
舞
ご
も
比
較
す
べ
き
支
那
繹
経
舞
の
泰
斗
で
あ
り
、
支

那
に
蹄
写
し
て
よ
り
も
、
西
域
に
往
凍
し
て
梵
経
を
費
ら
し
來
つ
た
も
の
に
し
て
、
而
も
是
だ
け
多

く
の
華
嚴
諸
品
の
別
課
を
な
し
な
が
ら
、
唄
部
の
華
巌
経
ご
し
て
課
毘
せ
な
か
っ
た
の
は
、
彼
の
當

時
爾
馬
簾
経
が
一
部
の
経
典
こ
し
て
成
立
し
て
み
な
か
っ
た
も
の
ご
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
さ
れ

　
　
　
　
弊
加
綱
脚
獺
輯
携
叩
二
郷
軸
の
｛
俄
山
皿
礁
・
代
ミ
茄
几
ハ
敏
理
ビ
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
懸
口



器30

　
　
　
　
哲
巣
研
究
　
第
・
七
よ
丁
四
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
八

は
是
よ
り
後
も
部
分
的
に
は
屡
々
課
幽
さ
れ
た
が
、
難
事
の
塁
賢
に
至
り
て
西
暦
四
一
入
年
に
、
鳳

部
の
六
十
華
嚴
が
初
め
て
課
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
…
部
の
華
嚴
経
こ
し
て
成
立
し
た
の
は
竺

法
謎
の
課
経
に
從
事
せ
る
頃
即
ち
再
暦
二
入
○
年
頃
よ
り
以
前
に
は
遮
り
得
な
い
ご
考
へ
る
。

而
し
て
三
綱
理
路
勤
皇
は
一
部
華
嚴
経
成
立
の
後
の
成
立
で
あ
る
か
ら
西
暦
三
百
年
頃
以
後
ご

見
る
べ
き
で
あ
ら
う
Q
か
く
て
梵
烈
…
饗
諮
二
纒
の
成
立
は
、
西
暦
三
〇
〇
年
よ
り
三
七
山
ハ
年
の
閣
門

に
あ
り
ご
推
定
し
て
誤
り
は
な
か
ら
う
ご
考
へ
る
の
で
あ
る
Q

　
か
く
し
て
大
略
其
成
立
年
代
の
輪
廓
を
定
め
た
が
、
龍
樹
が
著
作
に
服
事
せ
る
時
に
是
等
雨
維

が
既
に
成
立
し
て
ゐ
セ
か
ざ
う
か
ご
云
ふ
事
は
，
此
丈
経
の
思
想
を
論
ず
る
に
躍
り
て
重
要
な
る

陶
係
が
あ
る
か
ら
、
次
に
難
事
に
つ
い
て
少
し
く
考
察
す
る
。
龍
樹
の
揖
生
年
代
に
就
て
は
種
々

の
異
説
が
あ
る
が
、
ム
・
是
を
龍
樹
思
想
ビ
最
も
關
係
深
き
羅
什
系
の
人
々
の
説
に
よ
り
て
考
へ
て

見
る
に
、
儒
叡
の
大
智
度
論
難
に
於
て
は
「
馬
溜
甦
正
法
之
除
龍
樹
生
於
像
法
末
」
ご
あ
り
、
又
偲
肇
の

藩
論
序
に
は
龍
樹
ご
同
時
代
の
提
婆
に
就
て
「
佛
泥
滝
後
入
百
除
年
、
有
出
家
大
士
腹
鰭
提
婆
」
と
あ

る
か
ら
、
彼
｛
等
は
龍
…
樹
幾
生
を
佛
滅
後
入
百
器
量
ε
考
へ
て
る
た
嫌
…
で
あ
る
。
又
恵
遠
は
大
b
智
度

論
定
序
に
て
「
龍
樹
生
干
天
竺
出
自
梵
種
藩
邸
盛
代
契
心
在
叢
接
九
百
之
浬
」
ε
あ
り
て
佛
滅
後
九
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百
年
に
近
か
ら
む
ご
考
へ
て
る
る
。
是
等
耐
説
は
龍
樹
の
田
生
年
代
に
晒
し
最
も
信
瓢
す
べ
き

説
で
あ
っ
て
、
寵
樹
は
佛
滅
後
入
百
年
よ
り
九
百
年
の
中
賜
に
田
生
し
た
も
の
で
あ
る
。
而
し
て

撃
滅
年
代
に
鋤
す
る
羅
什
系
の
考
に
就
て
は
、
歴
代
三
戸
記
の
引
用
す
る
燐
で
は
、
後
周
の
滋
安
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ

羅
什
年
紀
及
石
柱
銘
を
用
ゐ
推
算
し
て
、
佛
の
誕
生
は
周
の
垣
王
の
五
年
乙
丑
に
興
り
、
闘
皇
十
七

年
ま
で
＝
＝
一
五
年
を
経
た
．
こ
な
し
た
事
を
記
載
し
て
み
る
。
　
さ
れ
ば
佛
の
入
滅
を
八
十
歳
ご

す
れ
ば
、
綱
の
裏
王
の
十
五
年
郎
ち
西
暦
紀
元
前
六
三
七
年
こ
な
る
。
是
よ
り
計
興
す
れ
ば
佛
滅

後
入
胃
［
年
は
｝
鴬
唇
　
一
ム
ハ
三
“
年
、
九
百
年
は
二
山
ハ
ご
一
年
ε
な
る
○
　
ム
∴
販
り
に
龍
樹
が
佛
滅
後
八
甲
臼
五

十
年
に
出
生
せ
り
こ
す
れ
ば
、
爾
暦
二
一
三
年
ε
な
る
。
而
し
て
羅
什
の
龍
樹
菩
薩
傳
の
最
後
に
、

「
去
此
擾
己
來
至
今
旦
過
百
歳
南
天
竺
諸
國
爲
共
立
廟
敬
奉
罪
業
」
ご
あ
り
て
羅
骨
が
支
那
に
來
う

た
る
は
先
に
も
云
へ
る
如
く
、
西
暦
三
入
三
年
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
よ
り
百
学
年
前
即
ち
西
暦
二
八

○
頃
の
入
滅
こ
な
り
、
紀
元
二
百
除
年
頃
の
出
　
生
ご
云
ふ
推
定
は
最
も
妥
當
な
る
も
の
ご
考
へ
る
。

帥
ち
雛
樹
は
画
暦
三
世
記
中
に
出
　
導
入
滅
せ
る
事
に
な
り
、
先
に
梵
網
婆
墨
型
経
が
酉
暦
三
〇
〇

年
以
後
の
成
立
ご
推
定
し
た
の
で
あ
る
か
ら
陽
樹
以
後
の
成
立
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
爾
又

龍
樹
傳
に
よ
れ
ば
、
龍
樹
は
出
家
し
て
九
十
目
問
に
三
藏
を
讃
．
堆
し
て
更
に
鯨
纏
を
求
め
．
雪
山
中

埋
葬
の
慮
耳
茸
中
に
於
て
，
老
比
丘
の
爲
め
に
塵
樹
帯
経
を
授
つ
た
が
、
未
だ
是
に
て
實
義
蓮
ぜ
す
、

　
　
　
　
梵
綱
理
珊
二
経
の
域
立
年
代
芒
典
激
理
定
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九
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哲
學
研
究
第
七
十
四
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇

辛
辛
を
圃
腐
し
て
徐
纒
を
求
め
た
が
、
閻
浮
血
中
遍
く
求
め
て
得
す
、
途
に
龍
宮
に
於
て
大
門
菩
薩

よ
り
諸
の
方
等
深
奥
無
上
妙
法
を
傳
へ
た
。
ご
云
ふ
が
如
き
は
、
龍
樹
の
探
究
心
の
強
烈
に
し
て
、

印
度
諸
方
周
遊
せ
ざ
る
は
な
く
、
或
は
雪
山
の
由
深
き
庭
に
長
老
よ
り
大
乗
経
典
を
受
け
、
或
は
遠

き
海
鳴
の
洞
窟
に
於
て
龍
種
の
話
者
よ
り
方
言
深
妙
の
経
典
を
得
て
、
殆
ざ
當
時
存
在
せ
し
経
典

を
顔
面
せ
し
事
を
想
像
し
得
る
の
で
あ
る
。
此
あ
ら
ゆ
る
大
桑
経
典
に
通
達
せ
る
龍
樹
が
、
是
等

大
乗
経
典
を
引
用
し
て
欝
己
の
所
論
を
確
實
に
し
一
大
桑
面
々
を
登
揚
せ
る
大
智
細
論
や
十
住
昆

婆
娑
論
に
於
て
、
自
己
の
所
説
を
裏
書
し
謹
明
す
る
に
最
も
幽
暗
な
る
（
自
室
は
後
に
述
べ
る
、
是
等

二
経
を
一
度
も
引
用
せ
ざ
る
の
み
な
ら
す
、
智
素
論
第
十
三
懇
意
賢
二
説
及
び
十
住
毘
婆
娑
論
第

十
三
懇
に
て
、
戒
律
思
想
を
詳
細
に
論
じ
て
み
る
の
に
、
＝
言
も
梵
網
理
路
二
経
の
十
重
戒
、
或
は
三

聚
浮
戒
等
に
一
言
も
言
及
し
て
み
な
い
事
は
，
是
等
爾
輕
が
龍
樹
以
後
の
成
立
ε
云
ふ
推
定
を
確

實
な
ら
し
む
る
も
の
で
あ
る
。
尤
も
龍
樹
は
大
智
血
塗
第
五
巻
及
び
第
十
入
憲
に
て
、
梵
綱
経
の

名
を
あ
げ
て
み
る
が
、
そ
こ
で
は
、

　
復
次
説
法
破
…
過
去
未
丁
丁
ム
ハ
十
二
邪
見
網
、
是
名
甚
深
法
…
…
梵
綱
纒
中
寝
射
∵
　
　
　
（
第
五
懇
）

　
忠
次
愚
説
梵
網
船
中
六
十
二
油
漉
有
入
虫
唾
常
世
間
亦
常
磁
爲
邪
見
適
言
紳
無
常
世
間
無
常

　
是
邪
見
…
…
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

へ
第
十
入
窓
）



ビ
あ
り
て
、
譲
れ
佛
が
外
遊
六
十
二
兄
の
偏
見
執
著
を
排
斥
せ
ら
れ
π
る
小
乗
，
書
記
経
、
部
ち
現
行

の
長
阿
含
の
梵
動
経
、
或
は
梵
網
六
十
二
見
風
を
引
用
し
だ
る
事
明
で
あ
る
。
か
く
て
是
等
爾
経

は
瀧
樹
妓
後
間
も
な
く
相
つ
ぎ
て
出
現
し
た
も
の
ご
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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叢
に
龍
樹
以
後
に
至
り
て
成
立
せ
る
是
等
爾
経
の
哲
學
思
想
を
論
ず
る
に
掘
り
、
行
論
の
順
序

ビ
し
て
瀧
樹
の
哲
學
思
想
Q
大
綱
を
概
説
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
◎
龍
樹
の
哲
學
は
先
づ
認
識

批
鋼
の
破
邪
底
方
画
に
始
ま
り
、
艶
破
邪
に
よ
り
て
實
和
論
中
要
論
が
閉
癒
せ
ら
れ
る
」

　
先
づ
其
認
識
富
士
に
就
て
考
察
す
る
に
、
從
來
～
の
小
桑
佛
敷
は
、
或
は
三
世
實
右
…
法
膿
血
有
を
唱

へ
る
も
の
も
、
現
在
有
嘘
遇
末
無
膿
を
主
張
す
る
も
の
も
、
諸
法
但
有
名
字
面
實
を
論
ず
る
も
の
も
、

智
あ
る
意
味
に
於
て
實
無
論
的
偏
執
を
有
し
て
み
る
。
殊
に
佛
滅
後
三
百
年
代
、
迦
欝
．
延
子
登
智

論
を
作
り
、
四
百
年
代
迦
蝋
色
迦
王
の
蒔
、
世
友
妙
音
法
救
畳
天
資
の
頓
學
が
激
闘
整
然
た
る
大
毘

婆
娑
論
を
論
う
て
よ
り
以
凍
、
敏
界
　
に
最
も
大
勢
力
を
有
し
て
み
た
有
部
派
の
如
き
、
三
世
實
有
法

膿
漏
有
の
説
を
固
執
し
、
あ
ら
ゆ
る
現
象
は
七
十
五
法
よ
う
生
す
る
〇
　
七
十
五
法
は
實
膿
を
有
す

る
。
七
十
五
法
中
に
は
物
質
的
要
素
の
み
な
ら
す
精
瀞
的
要
素
を
も
含
み
、
是
亦
實
膿
を
有
す
る

も
の
で
あ
る
。
か
、
る
實
膿
概
念
が
根
底
ε
な
っ
て
み
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
騨
奪
二
時
の
原
始

　
　
　
　
梵
綱
理
洛
二
維
の
成
立
年
代
だ
其
教
理
ミ
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一
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智
學
研
究
第
七
十
四
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二

佛
激
で
は
唯
心
的
縁
超
で
あ
っ
た
も
の
が
、
時
閣
的
畿
超
こ
し
て
考
へ
ら
れ
、
十
二
醤
縁
の
如
き
も

三
世
に
配
翻
し
て
説
醐
せ
ら
れ
る
。
か
く
有
部
派
は
實
膿
を
有
す
る
諸
法
の
關
係
か
ら
、
あ
ら
ゆ

る
現
象
界
を
説
明
し
誼
さ
ん
ご
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
吾
人
自
ら
は
物
理
的
心
理
に
支
配
さ
れ

て
み
る
痛
ま
し
き
姿
ε
な
り
て
現
は
れ
て
く
る
○
此
業
報
を
脱
す
る
に
は
、
縁
蓮
縫
起
の
有
爲
法

よ
り
無
爲
法
に
轄
ぜ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
共
理
想
ε
す
る
無
爲
法
は
揮
滅
で
あ
う
、
肉
膿
を
捨

離
し
て
虚
無
の
寂
滅
渥
繋
に
入
り
阿
羅
漢
を
謹
せ
ね
ば
な
ら
沁
。
龍
樹
は
其
認
識
批
鯛
に
て
か

、
る
實
在
論
的
固
執
を
極
力
破
塾
す
る
。
さ
れ
ば
智
度
論
第
四
恕
に
於
て
大
乗
の
人
に
劉
し
て

聾
聞
法
面
速
乾
延
尼
子
の
輩
ご
云
ひ
「
是
の
迦
旋
延
尼
子
の
弟
子
輩
は
是
れ
生
死
の
入
な
り
。
　
摩

詞
術
語
を
翻
せ
す
讃
ま
ざ
れ
ば
大
菩
薩
に
非
す
、
諸
法
の
實
相
を
知
ら
す
、
自
ら
利
根
の
智
を
以
て

佛
法
の
内
に
於
て
論
議
し
…
…
」
等
と
云
ひ
て
共
破
子
の
謁
象
ビ
な
っ
て
み
る
の
で
あ
る
。
有
部

派
の
如
き
多
元
的
實
在
論
の
見
地
よ
り
す
れ
ば
、
そ
を
統
一
し
包
指
す
る
原
灘
を
如
何
に
説
明
す

べ
き
か
、
又
か
、
る
實
禮
な
る
も
の
は
認
識
経
験
よ
り
推
定
せ
る
も
の
な
る
が
、
吾
入
の
認
識
経
験

な
る
も
の
は
、
相
饗
的
立
場
を
一
歩
も
出
つ
る
事
は
暗
々
な
い
。
現
象
を
現
象
ご
し
て
経
験
す
る

の
み
で
、
其
本
膿
如
何
の
如
き
は
論
ず
る
遺
墨
を
有
し
な
い
。
こ
、
に
龍
樹
は

　
不
生
亦
不
滅
　
不
常
亦
不
文
　
不
一
亦
不
異
　
不
家
亦
不
萬

》
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能
説
是
因
縁
　
善
滅
諸
病
論
　
我
稽
首
棚
晒
　
諸
説
申
第
一

の
偶
を
標
示
こ
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
方
面
よ
り
一
切
経
験
を
實
在
論
争
見
解
に
用
ゐ
ん
こ
す
る
不
合

理
を
破
斥
す
る
。
今
此
龍
樹
の
實
在
論
的
見
解
の
破
斥
の
詳
細
を
論
ず
る
暇
は
な
い
が
、
其
一
例

を
あ
ぐ
れ
ば
、
眼
根
に
し
て
色
の
蜀
境
が
あ
る
ご
云
ふ
常
識
的
認
識
、
の
實
露
霜
固
執
を
破
広
し
て
、

見
る
も
の
は
自
ら
戯
画
膿
を
見
る
事
は
出
摩
な
い
。
叉
見
る
意
識
の
時
に
見
る
作
用
が
あ
る
の

で
、
未
見
の
時
に
は
見
る
事
は
な
い
、
見
る
事
が
な
い
の
に
見
る
主
禮
は
な
い
○
詠
唱
に
見
絡
れ
ば

見
る
事
が
な
い
。
　
こ
、
に
も
見
る
圭
膿
が
あ
る
ビ
は
云
へ
な
い
。
即
ち
見
る
ご
云
ふ
意
識
の
外

に
見
る
主
腱
が
な
い
、
下
る
主
膿
の
な
い
露
に
見
ら
る
、
客
歳
は
あ
り
得
な
い
（
寝
番
六
情
品
）
是
れ

一
見
論
辮
の
や
う
に
見
ゆ
る
け
れ
共
、
経
験
奨
物
の
上
よ
り
云
へ
ば
、
見
る
意
識
の
外
に
主
客
の
實

在
論
蘭
劉
立
を
許
す
事
は
出
凍
な
い
の
で
あ
る
。
心
眼
耳
等
の
諸
根
方
樂
等
の
諸
法
に
は
是
を

有
す
る
本
膿
が
存
せ
ね
ば
な
ら
澱
ご
云
ふ
見
解
に
慨
し
て
は
、
眼
等
の
万
苦
樂
等
の
外
に
本
丁
あ

り
ご
は
如
何
に
し
て
知
る
事
が
霞
詣
る
か
、
若
し
賑
等
の
外
に
本
盗
あ
ら
ば
，
本
膿
を
離
れ
て
二
等

あ
る
事
ε
な
る
で
は
な
い
か
、
眼
耳
苦
舌
面
の
心
あ
る
故
に
人
あ
る
を
知
る
の
で
あ
る
。
又
此
因

縁
和
合
の
入
あ
る
故
に
法
あ
る
を
・
郷
る
の
で
あ
る
。
入
が
法
の
本
谷
で
も
な
け
ね
ば
、
法
が
入
の

本
誌
で
も
な
い
。
へ
同
上
本
取
口
遡
勿
論
龍
樹
も
現
象
の
認
識
の
上
で
は
、
實
在
的
見
解
を
破
斥
す
る

　
　
　
　
梵
歳
事
辮
二
縦
の
成
立
年
代
ミ
其
敷
理
ぐ
」
に
就
て
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三
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哲
學
研
究
節
七
十
四
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四

が
、
認
識
作
用
の
先
天
形
式
は
認
め
て
み
た
様
で
あ
る
Q
ご
云
ふ
の
は
彼
の
説
い
た
八
不
其
物
の

内
に
巳
に
是
を
認
め
て
み
る
で
は
な
い
か
、
師
ち
吾
人
の
認
識
の
作
用
を
、
生
滅
、
常
断
，
一
計
、
來
覆
の

四
範
疇
に
要
約
し
た
も
の
で
あ
る
。
此
内
に
は
時
、
塞
、
困
果
、
数
等
の
概
念
を
含
ん
で
み
る
の
で
あ

る
が
、
是
は
現
象
舞
認
識
の
上
の
形
式
で
あ
っ
て
現
象
界
の
上
に
現
象
こ
し
て
墾
化
を
認
識
す
る

事
は
龍
樹
も
亦
否
定
す
る
の
で
な
い
が
、
罷
樹
の
立
場
は
實
膿
認
識
の
批
鋼
に
あ
る
の
で
、
是
を
三

面
其
物
の
上
に
適
用
す
る
に
於
て
は
矛
盾
を
生
せ
ざ
る
を
得
す
、
實
在
論
的
に
云
へ
ば
一
切
の
も

の
生
す
る
こ
も
滅
す
る
こ
も
云
へ
澱
、
若
し
叉
論
断
な
れ
ば
愛
化
も
な
く
因
緑
和
合
も
な
い
。
　
一

計
來
串
に
於
て
も
基
面
で
あ
る
。
叙
事
は
中
論
槻
因
縁
品
槻
前
回
品
等
に
詳
細
に
論
じ
て
み
る

が
、
今
詳
し
く
論
ず
る
事
は
撮
來
な
い
Q

　
か
く
龍
樹
は
實
在
論
的
見
解
に
黙
し
て
は
一
切
認
識
の
確
實
性
を
否
定
し
、
常
識
俗
見
の
世
界

は
有
で
あ
る
が
、
本
質
の
世
盛
は
塞
で
あ
る
こ
な
し
た
○
即
ち
経
験
認
識
の
相
調
的
立
場
よ
り
實

鎧
を
推
定
し
て
是
非
有
無
の
論
を
立
て
る
な
ら
ば
、
見
か
た
に
よ
り
て
何
ご
で
も
論
は
立
て
ら
れ

る
Q
然
し
乍
ら
眞
實
に
並
物
を
眺
め
た
時
、
自
己
あ
ウ
他
入
あ
り
憾
あ
り
木
あ
り
ご
云
ふ
も
、
是
等

凡
て
の
も
の
は
面
縛
感
化
し
て
止
ま
る
虚
を
知
ら
な
い
で
は
な
い
か
、
入
の
實
雨
冷
の
實
膿
其
物

は
果
し
て
何
心
に
あ
る
か
、
是
等
は
諸
法
画
緑
郵
会
に
名
け
た
に
す
ぎ
な
い
で
は
な
い
か
、
斯
る
相
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樹
帯
認
識
に
よ
）
て
第
二
義
の
實
相
を
得
る
事
は
到
底
揖
愚
な
い
○
か
く
の
如
き
は
萬
物
流
縛

の
影
を
摸
索
し
て
み
る
も
の
で
、
事
後
抽
象
の
戯
論
に
す
ぎ
な
い
。
か
＼
る
戯
論
を
一
掃
し
て
、
實

在
論
的
偏
見
を
は
な
れ
、
物
そ
の
ま
、
の
具
膿
的
活
動
の
事
實
に
突
入
し
、
与
論
分
別
を
否
定
し
去

っ
た
庭
に
諸
法
の
實
柵
が
顯
は
れ
る
。

　
諸
法
實
相
者
　
心
行
言
語
断
　
無
生
亦
撃
滅
　
寂
滅
如
浬
薬
　
（
中
論
観
法
品
）

墜
ち
實
棚
な
る
も
の
は
、
理
智
認
識
を
超
越
せ
る
實
在
で
あ
っ
て
、
是
を
磯
験
す
る
事
は
掛
興
る
が

説
明
せ
ん
こ
す
れ
ば
是
に
非
す
彼
に
非
す
畢
寛
言
語
の
道
を
縄
し
て
室
の
【
語
を
以
て
答
ふ
る

外
は
な
い
。
而
し
て
賢
聖
相
の
塞
は
亦
現
象
を
捨
象
し
て
現
象
の
外
に
現
は
る
、
塞
に
非
す
、
却

て
此
室
こ
そ
環
象
を
成
立
せ
し
め
る
原
理
ご
な
る
。
国
論
観
四
諦
品
で
は
、
四
諦
の
油
．
も
亦
盗
．
の

黍
あ
る
か
ら
成
立
す
る
の
で
、
著
し
室
の
義
な
け
れ
ば
…
脱
法
は
成
立
し
な
い
。
塞
だ
か
ら
こ
そ

因
縁
和
合
す
・
る
事
が
出
凍
る
○
　
ご
云
ふ
意
味
を
蓮
べ
來
り
て

　
衆
因
縁
生
法
　
我
説
郎
是
塞
　
亦
爲
是
逸
名
　
亦
是
中
腹
義

　
未
曾
有
一
法
　
不
從
因
縁
生
　
是
故
一
切
法
　
無
不
二
塞
者

ピ
述
べ
て
み
る
。
部
ち
眞
諦
の
塞
は
俗
諦
の
鰻
以
外
に
存
す
る
に
閉
す
、
俗
諦
の
假
其
儘
が
眞
諦

の
塞
ご
な
り
、
室
ε
諸
法
ご
は
不
離
の
も
の
で
あ
も
、
而
し
て
此
眞
俗
不
二
五
識
庭
井
の
物
そ
の
ま

　
　
　
　
梵
糊
襲
路
二
維
の
成
立
羅
代
亡
典
歌
理
オ
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
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折
儲
塵
「
研
究
　
第
七
十
・
四
鞭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六

、
の
活
動
、
是
を
中
道
ご
云
ふ
の
で
あ
る
。

　
瀧
樹
の
至
心
は
佛
激
々
學
中
縁
「
鵡
論
に
諭
す
る
實
相
論
こ
し
て
知
ら
れ
て
み
る
が
、
一
面
よ
り

見
れ
ば
重
心
史
上
に
於
け
る
縁
趨
親
上
の
箪
命
を
な
し
た
も
の
ε
も
見
ら
れ
る
。
帥
ち
先
に
述

べ
た
如
く
，
有
部
派
の
人
達
は
十
二
因
縁
を
時
風
的
富
士
に
見
冗
ご
し
て
、
現
象
の
相
に
著
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
龍
樹
は
総
論
掘
因
緑
品
に
て
も
〔
諸
法
幽
趣
な
し
故
に
有
の
相
あ
る
事
な
し
、
是
事
あ

る
が
故
に
此
事
有
り
ご
説
く
は
然
ら
す
」
ビ
述
べ
て
み
る
如
く
、
實
膣
的
見
地
を
は
な
れ
、
て
唯
心
的

に
成
立
せ
し
め
ん
ご
す
る
つ
か
く
し
て
塞
ご
云
ひ
假
ε
云
ひ
申
ビ
云
ふ
も
、
畢
寛
因
縁
生
法
上
の

三
種
の
義
槻
ビ
な
）
、
三
種
の
義
槻
こ
す
れ
ば
因
縁
生
法
其
物
も
要
す
る
に
一
心
を
離
れ
て
存
在

し
な
い
。
さ
れ
ば
春
樹
は
客
観
認
識
の
實
在
論
語
確
實
性
は
否
定
し
て
は
意
識
の
實
在
は
否
定

す
る
事
は
幽
露
な
か
つ
だ
。
さ
れ
ば
吾
人
は
灘
樹
の
因
縁
和
合
の
塞
槻
、
認
識
論
上
の
實
膿
塞
を

承
認
す
る
が
、
言
入
の
3
5
の
上
に
萬
有
の
現
象
相
が
現
れ
る
ざ
云
ふ
黙
よ
り
見
れ
ば
、
論
理
酌
に
は

一
心
蔀
禺
有
を
開
窮
し
構
…
成
す
る
山
畢
ご
な
る
Q
　
龍
樹
も
亦
三
界
駈
有
春
…
心
勝
作
ご
云
っ
て
み
る
。

然
し
な
が
ら
龍
樹
は
亦
心
心
を
第
六
識
ご
考
へ
π
、
流
轄
鍵
遷
の
上
に
あ
る
心
で
あ
る
。
然
し
な

が
ら
興
理
を
無
理
ご
し
て
考
へ
る
の
も
、
永
遠
の
理
想
ε
し
・
て
上
谷
を
憧
慣
す
る
の
も
翻
心
で
あ

る
か
ら
し
て
、
心
に
は
普
遍
的
根
底
が
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
蝕
。
向
上
し
て
佛
に
向
ふ
’
5
、
堕
落



し
て
無
黒
塗
橋
を
生
す
る
心
、
是
等
を
軍
に
偶
然
の
結
果
こ
し
て
瀟
足
す
る
事
は
出
撃
な
い
。
一

心
よ
り
萬
有
を
開
業
す
る
に
は
精
紳
其
物
の
上
に
そ
を
開
登
す
る
性
質
原
理
を
有
し
、
何
等
か
の

秩
序
あ
り
規
範
あ
る
事
を
要
求
す
る
。
こ
、
に
再
び
玉
樹
の
實
相
論
は
何
等
か
の
形
に
於
て
縁

起
論
に
顕
す
べ
き
傾
伺
を
有
す
る
。
．
然
し
な
が
ら
一
度
塞
思
想
を
経
唯
3
5
的
方
向
に
轄
じ
た
後

に
、
再
び
實
瞠
的
縁
起
に
か
へ
る
事
は
出
汐
な
い
。
此
要
求
に
よ
り
て
龍
…
樹
以
後
に
至
り
て
鷺
ハ
如

縁
超
阿
頼
耶
無
罪
等
の
唯
心
的
緑
起
が
あ
ら
は
れ
て
摩
た
の
で
あ
る
。
此
龍
樹
思
想
を
背
景
こ

し
て
梵
網
屡
路
雨
．
纒
の
思
想
を
考
察
す
る
。
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大
錐
藪
學
の
最
も
源
始
酌
な
る
も
の
は
般
若
思
想
で
あ
り
、
般
若
は
塞
思
想
を
以
て
莫
中
心
ε

な
す
、
籠
樹
は
蜷
般
若
思
想
の
哲
學
的
組
織
春
で
あ
る
。
般
若
以
後
の
多
く
の
大
乗
数
典
は
此
般

若
思
想
を
出
襲
黙
ε
し
又
は
背
景
こ
し
て
現
は
れ
て
摩
て
る
る
Q
さ
れ
ば
梵
綱
饗
務
の
二
経
も

又
般
若
思
想
を
共
根
鷲
ビ
し
て
み
る
の
に
不
思
議
は
な
い
。
然
し
な
が
ら
此
爾
経
が
般
若
皆
塞

の
思
想
よ
り
一
歩
を
進
め
て
、
三
諦
三
三
の
思
想
を
明
に
現
は
し
，
殊
に
理
路
経
の
如
き
は
興
如
緑

蓮
酌
思
想
の
繭
芽
を
さ
へ
含
ん
で
み
る
ご
考
へ
る
。
梵
網
経
下
懇
の
最
後
に

　
諸
法
興
實
相
　
不
生
亦
不
滅
　
不
常
後
不
断
　
不
一
亦
不
霊
　
不
肖
．
亦
不
訟

　
　
　
　
梵
網
理
済
二
絶
の
成
立
年
代
書
其
教
理
ぜ
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
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如
是
一
心
中
　
方
便
勤
濃
密
　
菩
薩
綾
羅
作
　
癒
當
次
第
學
　
於
學
於
無
病

　
勿
生
分
別
想
　
是
名
第
「
道
　
亦
名
摩
訓
術

ビ
喜
べ
て
、
龍
樹
が
其
認
識
論
に
於
て
八
不
を
以
て
あ
ら
ゆ
る
實
在
論
的
見
解
を
破
窮
し
、
分
別
を

は
な
れ
て
中
道
實
相
を
膿
現
せ
ん
事
を
論
じ
た
ビ
同
じ
く
、
諸
法
の
奨
實
杣
は
八
不
で
あ
り
、
入
不

ピ
云
ふ
も
一
心
中
の
恥
丘
で
あ
る
か
ら
、
鯖
瀬
髄
的
固
執
を
は
な
れ
た
「
心
中
に
如
實
に
菩
薩
滋

を
實
現
せ
よ
ε
云
ふ
て
る
る
。
而
し
て
此
一
心
は
三
新
に
現
前
す
る
の
で
あ
る
○
梵
綱
上
懇
に

は
「
塞
假
を
伏
し
て
法
性
に
愈
し
、
無
生
の
山
に
登
り
て
】
切
有
無
如
有
悉
無
ご
見
る
」
ご
云
ひ
、
又
「
塞

に
立
ち
て
世
諦
に
入
る
叉
二
相
な
し
」
ご
云
ひ
「
深
3
5
ご
は
第
一
義
塞
．
實
法
塞
智
に
於
て
實
諦
あ
る

を
照
す
、
業
道
翻
主
因
綜
中
逝
名
け
て
連
立
ご
な
す
、
血
税
の
諸
法
我
入
癩
者
名
け
て
世
諦
ε
な
す
、

此
艶
態
謙
に
於
て
深
々
塞
に
入
b
て
去
來
な
く
、
幻
化
果
を
受
け
て
受
な
し
、
故
に
深
心
解
脱
す
“
ご

云
ひ
「
常
に
二
諦
に
入
り
て
而
も
第
一
義
申
に
あ
り
、
…
而
し
て
常
に
心
々
率
溢
に
し
て
一
智
を
以

て
一
切
佛
土
三
品
十
寸
斯
説
の
法
を
知
る
し
ご
云
へ
る
が
如
き
、
よ
く
一
心
三
等
三
諦
圓
融
の
思
想

を
あ
ち
は
し
て
み
る
が
、
是
を
屡
路
経
に
見
る
に
、
此
思
想
は
更
に
明
に
現
は
れ
て
る
る
。

　
理
路
経
鼻
母
君
第
五
の
初
に
立
て
「
二
諦
法
性
一
こ
な
さ
む
や
二
こ
な
さ
む
や
、
有
ε
な
さ
む
や

無
ご
な
さ
む
や
、
第
｝
義
諦
復
當
に
如
何
」
こ
の
間
に
噛
し
，
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有
態
無
勢
中
道
第
一
義
諦
は
是
れ
一
切
諸
佛
菩
薩
の
智
母
年
…
…
二
諦
ε
は
世
諦
有
な
る
が
故

　
に
塞
に
評
す
、
無
諦
塞
な
る
が
故
に
有
に
序
す
、
二
諦
常
に
爾
る
が
故
に
一
に
非
す
、
聖
照
空
な
る

　
が
故
に
二
な
ら
す
、
…
…
二
諦
義
者
不
一
亦
不
二
不
常
亦
不
断
不
來
亦
不
去
勢
生
餌
不
滅
而
二

　
相
帥
是
聖
智
無
二
無
二
故
諸
佛
智
母

ど
云
ひ
學
二
品
第
三
の
四
十
二
位
の
観
心
の
法
を
説
け
る
庭
、
十
回
向
心
第
四
至
一
切
庭
回
向
心

中
に
は
「
諸
法
夢
解
に
し
て
魚
脳
生
ず
、
巳
有
無
に
還
れ
ば
假
名
滅
す
」
不
塞
有
世
な
れ
ば
蝦
名
住
す
、

此
故
に
一
切
法
塞
に
し
て
不
二
」
ご
云
ひ
、
第
九
無
縛
解
脱
回
向
心
に
於
て
は
「
所
謂
二
諦
塞
な
る
も

因
縁
集
る
が
故
に
之
を
有
ご
云
ふ
、
此
有
あ
り
と
云
ふ
に
堕
す
、
因
縁
散
す
る
が
故
に
之
を
無
ご
云

ふ
、
此
無
あ
り
ご
云
ふ
に
貸
す
、
故
に
有
無
に
般
若
解
脱
な
し
，
二
相
な
き
が
故
に
」
ご
蓮
べ
、
第
十
の
法

界
無
量
廻
向
心
に
於
て
は
、

　
自
在
の
慧
を
以
て
一
切
衆
生
を
化
す
、
所
謂
中
華
第
＝
義
諦
槻
般
若
庭
中
に
し
て
一
切
法
を
槻

　
達
し
て
二
な
ら
す
、
其
槻
恵
輝
々
し
て
聖
地
に
入
る
が
故
に
相
似
の
第
一
義
平
冠
ご
名
く
而
し

　
て
眞
の
第
一
義
画
聖
に
非
す
、
奨
正
距
ε
は
初
耳
よ
り
上
三
糸
の
心
あ
り
て
一
切
地
に
入
る
、
三

　
槻
と
は
假
名
よ
り
塞
に
入
る
は
二
諦
掘
、
塞
よ
り
難
名
に
入
る
は
李
等
観
、
是
二
擬
は
方
便
遽
、
是

　
二
脚
継
に
よ
）
て
中
道
第
一
義
諦
掘
に
入
う
、
二
戸
を
墾
照
し
心
々
寂
滅
進
み
て
初
地
法
流
水

　
　
　
　
発
綱
理
路
二
経
の
成
立
年
代
定
其
教
理
ミ
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九
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中
に
入
る
を
摩
詞
薩
ご
名
く
。

ご
述
べ
て
明
に
一
心
三
二
の
思
想
を
示
し
て
み
る
。
元
來
是
等
二
三
は
経
典
縞
し
て
成
立
し
、
論

難
に
非
ざ
る
が
故
に
、
中
論
の
如
く
哲
學
的
に
組
織
さ
れ
た
る
も
の
で
な
い
け
れ
共
、
認
識
論
的
に

は
實
在
論
的
見
解
を
は
な
れ
て
諸
法
の
禮
露
な
る
事
を
説
く
が
、
而
も
亦
此
面
塞
の
上
に
呼
名
の

諸
法
が
成
す
る
の
で
あ
る
○
現
象
的
に
存
在
す
る
も
の
は
生
滅
を
ま
ぬ
が
れ
な
い
。
巳
に
有
な

る
も
の
も
無
に
還
れ
ば
假
頭
ご
し
て
の
存
在
は
滅
す
る
の
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
有
ご
云
ふ
も

因
緑
集
る
が
故
に
是
を
有
ざ
云
ふ
の
で
、
固
定
的
の
實
有
が
あ
る
ε
云
ふ
の
で
は
な
い
Q
無
ご
云

ふ
も
因
縁
散
す
る
が
故
に
無
ご
名
け
る
の
で
、
實
有
に
臆
し
て
室
無
が
あ
る
ご
云
ふ
の
で
は
な
い
。

さ
れ
ば
有
無
に
囚
へ
ら
れ
た
虚
に
は
盤
景
の
知
恵
解
一
脱
は
あ
り
得
な
い
Q
か
く
有
無
の
二
邊
を

は
な
れ
た
庭
に
中
綴
観
が
現
は
れ
る
。
此
二
二
を
は
な
れ
た
る
中
道
観
に
よ
り
て
聖
地
に
入
る
。

然
る
に
嬰
路
経
で
は
此
中
道
親
は
般
若
慮
中
の
も
の
で
相
似
の
第
一
義
諦
槻
で
更
に
是
よ
b
上

に
三
槻
の
心
あ
り
て
一
切
地
に
入
る
ご
云
っ
て
み
る
の
は
、
後
の
天
台
の
敷
理
組
織
の
上
に
重
要

な
る
役
目
を
な
し
て
み
る
ご
思
は
れ
る
が
，
議
事
は
後
に
論
ず
る
。
次
に
正
立
ご
は
三
凱
の
心
云

々
ご
云
ふ
て
る
る
が
、
師
ち
三
槻
ご
は
、
乳
母
の
諸
法
を
考
察
し
て
其
本
膿
塞
な
る
事
を
知
る
は
二

諦
観
で
あ
り
、
本
膿
里
な
れ
共
本
膳
塞
を
は
な
れ
て
別
に
假
名
の
諸
法
あ
る
に
あ
ら
す
、
本
膿
塞
の
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上
に
假
名
の
成
す
る
事
を
締
る
は
李
等
槻
で
あ
り
、
此
二
面
槻
に
よ
り
て
癖
直
二
諦
を
明
ら
め
、
此

塞
帝
廟
諦
を
明
め
る
事
に
よ
り
て
、
心
々
寂
滅
し
て
諸
法
實
相
に
流
入
す
る
。
戯
れ
眞
に
佛
滋
を
「

膿
現
せ
る
も
の
で
あ
り
、
是
に
よ
り
て
佛
の
無
量
の
知
慧
微
妙
の
活
動
が
現
前
す
る
に
至
る
、
ε
な

す
の
で
あ
る
。

　
先
に
天
台
の
垣
立
組
織
に
重
要
な
る
役
目
を
な
す
ご
述
べ
た
が
、
天
台
心
血
の
中
心
は
此
塞
假

中
の
三
諦
三
鼎
の
思
想
で
あ
る
。
　
天
台
に
て
は
全
佛
敷
を
臓
通
別
圓
の
四
敷
に
分
ち
、
藏
敷
に
て

は
我
塞
を
談
ず
る
が
爾
法
有
で
あ
る
。
通
敷
は
法
言
塞
を
説
き
、
別
郭
二
敷
は
共
に
三
諦
三
槻
の

理
を
説
く
が
、
別
敷
の
主
ご
す
る
慮
は
假
槻
で
あ
り
、
圓
激
は
中
滋
に
心
入
す
る
の
で
あ
る
。
然
る

に
同
じ
く
三
槻
に
て
も
溺
敷
の
三
揃
ビ
圓
敷
の
三
観
ご
の
相
違
す
る
は
、
別
敏
に
て
は
次
第
の
三

指
で
あ
り
、
郎
ち
先
づ
塞
擬
に
て
四
諦
の
理
に
迷
ひ
戚
情
上
の
執
著
を
生
す
る
見
思
の
煩
拶
を
断

じ
、
次
で
假
槻
に
よ
り
て
無
量
の
法
門
に
達
せ
す
自
在
に
人
々
を
敢
化
し
得
ざ
る
馬
競
の
惑
を
断

じ
、
次
に
中
遊
槻
に
よ
う
て
根
本
の
智
禮
を
戯
す
る
無
明
を
断
ず
る
も
の
で
あ
る
が
、
圓
激
に
て
は

煩
橋
生
死
の
當
膿
其
儘
眞
如
で
あ
り
、
三
諦
奨
儘
中
近
ご
な
す
圓
融
三
諦
一
心
三
概
で
あ
る
こ
な

す
。
然
る
に
天
台
に
て
は
別
敏
の
次
第
三
槻
を
修
し
て
三
惑
を
断
ず
る
修
謹
の
位
次
を
説
く
に

當
う
、
理
路
経
を
以
て
最
も
組
織
立
て
ら
れ
た
る
代
表
的
の
も
の
ご
し
て
、
是
に
よ
り
て
説
明
し
て

　
　
　
　
梵
綱
理
洛
二
経
の
成
立
年
代
定
典
毅
麗
ビ
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一
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み
る
。
襲
幣
経
に
て
は
五
十
二
位
と
云
ひ
十
住
の
前
に
十
信
を
置
い
て
み
る
が
、
此
慮
に
て
三
舞

見
思
の
惑
を
伏
し
、
十
住
の
内
第
七
不
退
住
ま
で
に
見
思
の
惑
を
断
じ
短
し
、
蜜
語
董
翼
住
よ
り
第

十
灌
面
住
ま
で
に
塵
沙
の
惑
を
伏
し
、
十
行
に
て
塵
沙
の
惑
を
断
じ
乏
し
、
十
回
向
に
て
無
明
の
惑

を
伏
し
、
十
地
に
て
無
閉
の
惑
を
断
じ
、
等
畳
妙
畳
に
入
る
。
　
叢
に
先
に
述
べ
た
十
回
忌
に
説
く
慮

の
率
遽
は
、
般
若
直
中
相
似
の
第
一
義
槻
で
あ
る
ご
云
ふ
事
が
必
要
に
な
る
。
勘
ち
剃
敷
の
十
地

に
入
れ
ば
所
謂
面
向
圓
修
に
て
、
圓
敢
の
不
但
雨
意
一
心
三
槻
三
諦
圓
融
の
位
に
入
り
圓
敷
に
流

入
す
る
。
さ
れ
ば
十
回
忌
に
て
修
す
る
中
道
槻
は
、
禰
下
れ
次
第
の
三
訂
で
あ
る
が
、
典
修
行
の
功

に
よ
り
遥
々
こ
し
て
霊
地
に
入
れ
ば
、
磁
心
の
徳
牲
あ
ら
は
れ
塞
假
其
儘
法
界
の
徳
用
中
滋
の
理

外
に
あ
ら
ざ
る
事
を
膿
得
し
、
こ
、
に
初
め
て
根
木
無
明
を
断
ず
る
事
が
斑
青
る
。
　
而
し
て
根
本

無
明
を
断
ず
る
腱
す
、
で
に
心
々
寂
滅
に
し
て
法
流
に
乗
じ
佛
地
に
入
る
。
部
ち
こ
、
に
な
れ
ば
、

三
諦
部
＝
諦
に
し
て
、
智
観
の
極
地
に
し
て
智
槻
に
即
せ
す
無
碍
に
し
て
法
流
に
乗
托
し
、
無
量
の

智
恵
微
妙
の
活
着
現
前
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
此
婆
略
言
の
十
回
向
の
中
道
を
般
若
虞
中
相

似
の
第
一
義
親
ε
云
ひ
、
初
雷
以
上
に
一
心
三
二
現
前
す
る
ご
云
へ
る
庭
に
、
天
台
の
敏
理
が
別
圓

二
言
の
涯
別
を
論
じ
、
次
第
三
際
ε
一
心
圓
融
三
掘
ご
を
説
き
罷
っ
た
根
砥
を
有
す
る
も
の
で
は

な
い
か
、
少
な
く
こ
も
是
に
其
説
明
の
階
示
を
得
た
も
の
で
あ
る
ざ
考
へ
る
の
で
あ
る
。
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か
く
理
路
経
は
天
台
の
事
理
に
号
し
て
重
要
な
る
位
置
を
占
め
て
み
る
が
、
天
台
の
思
想
や
是

迄
論
じ
て
來
た
露
の
襲
路
の
思
想
に
て
は
随
分
哲
付
庸
の
敷
理
を
ご
く
が
而
か
も
あ
く
ま
で
宗

激
的
立
場
に
て
次
第
に
煩
橋
を
断
じ
、
見
激
を
離
れ
、
諸
法
の
實
相
に
流
入
し
、
法
性
に
即
興
ぜ
ん
ご

す
る
向
上
の
立
場
に
あ
る
が
4
然
も
此
諸
糧
の
煩
櫛
を
生
す
る
根
本
無
明
ε
法
性
ε
の
閣
係
に
就

て
は
充
分
の
説
明
が
な
さ
れ
て
る
な
い
。
三
凱
は
一
心
の
作
用
破
る
事
明
で
あ
る
が
、
此
一
心
の

上
に
無
明
ε
畳
ご
の
生
す
る
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
ら
う
か
。
此
事
に
濾
し
て
は
理
路
経
に
興

味
あ
る
説
明
が
あ
ら
は
れ
て
み
る
。
聖
母
品
第
五
に
「
無
明
臓
ご
心
ご
｝
ε
せ
ん
や
異
ビ
せ
ん
や
偏

ビ
云
ふ
問
に
卸
し
て
「
法
話
原
頭
℃
は
一
切
法
一
晶
相
で
あ
る
。
1
け
れ
共
今
無
朋
ご
心
ご
一
で

あ
る
ご
云
ふ
の
は
是
れ
誤
り
で
あ
る
。
苦
し
解
ご
無
明
諸
見
ε
一
相
な
ら
ば
厩
立
な
ぐ
、
又
凡
夫

ε
佛
ε
の
畑
島
も
な
く
な
る
。
　
一
切
の
菩
薩
が
凡
夫
で
あ
っ
だ
時
に
は
一
切
の
結
縛
を
具
足
し

て
み
た
○
而
る
に
断
ず
る
ご
き
に
は
醜
分
先
去
り
細
分
後
に
除
く
。
存
し
一
心
ご
如
上
ε
一
な

ら
ば
明
闇
の
二
あ
る
べ
か
ら
す
。
凡
夫
の
善
心
に
は
不
善
は
な
い
。
況
ん
や
無
相
心
申
無
明
あ

ら
む
や
古
謡
常
に
説
い
て
み
る
、
無
相
の
智
火
無
明
の
暗
を
照
す
ご
、
而
し
て
善
悪
二
糺
し
て
而
も

同
川
面
ビ
云
ふ
は
諏
ハ
理
あ
る
事
で
は
な
い
Q
　
【
切
の
善
は
佛
果
を
受
け
無
明
は
有
爲
生
滅
の
果

を
動
く
」
ご
云
ふ
機
に
述
べ
て
み
る
。
即
ち
法
性
原
頭
に
立
て
ば
痛
切
法
一
血
相
で
あ
る
が
、
善
悪

　
　
　
　
梵
綱
理
班
二
繧
の
成
立
年
代
書
雲
藪
…
理
3
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
三
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を
分
翻
し
な
が
ら
無
明
ご
心
ご
同
一
な
り
ε
云
ふ
病
理
は
な
い
。
勿
論
無
明
の
閣
を
滅
し
た
る

慮
、
心
ε
潔
く
べ
き
も
の
も
無
明
ご
名
く
べ
き
も
の
も
な
く
、
善
せ
名
け
叉
悪
ご
混
く
べ
き
も
の
も

な
く
、
況
ん
や
無
明
ご
3
5
と
一
で
あ
る
ご
か
善
悪
二
で
あ
る
ご
か
云
ふ
議
論
の
あ
・
る
べ
き
で
は
な

い
が
、
一
切
法
を
了
せ
す
し
て
法
界
に
迷
ひ
三
界
の
業
果
を
超
す
が
故
に
無
明
ご
名
く
べ
き
も
の

が
生
じ
來
る
の
で
あ
る
。
賢
聖
學
槻
品
第
三
の
絡
り
に
は
、

　
地
渋
現
時
於
法
界
中
川
切
無
明
頓
毛
無
徐
縦
子
無
明
者
名
不
了
一
海
法
迷
洪
界
而
起
三
界
業

“
果

ご
云
ひ
此
根
本
無
明
よ
り
邪
見
常
見
吉
見
戒
盗
見
果
盗
見
疑
見
の
七
見
を
生
じ
、
此
七
見
に
よ
り

て
貧
愛
瞑
痴
夢
慢
の
六
著
を
生
じ
、
此
仁
義
二
業
に
よ
り
て
欲
心
色
心
定
心
に
迷
ひ
ハ
欲
界
色
界
無

色
界
の
報
を
受
く
る
事
を
の
べ
、
又
大
衆
受
學
昂
第
七
に
て
は
コ
切
衆
生
始
め
「
想
を
毒
し
て
縁

に
住
す
る
に
、
第
一
義
に
順
じ
て
起
す
．
を
善
ご
暴
け
、
第
一
叢
諦
に
背
い
て
起
す
を
惑
ご
亡
く
、
此
根

本
の
二
善
惑
よ
う
後
の
一
切
善
惑
を
生
じ
、
縁
越
し
て
欲
界
色
界
無
色
界
の
住
地
を
起
す
」
事
を
述

べ
而
も
是
を
「
無
始
の
無
明
住
地
」
ざ
名
け
「
此
始
起
の
唄
想
絡
あ
り
て
而
も
其
始
を
知
ら
す
」
ご
云
ひ
、

「
唯
佛
の
み
始
を
知
り
絡
り
を
知
る
」
ご
説
い
て
み
る
が
，
こ
、
に
は
所
謂
實
相
論
よ
り
唯
心
縁
起
思

想
に
進
む
契
機
を
有
す
る
ε
考
へ
ら
れ
な
い
で
あ
ら
う
か
、
起
信
論
の

脚

“一
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所
謂
心
性
常
無
念
故
名
爲
蛸
壷
以
不
達
一
法
界
故
智
不
相
慮
忽
然
念
起
名
虚
無
明

ε
云
ひ
．
此
忽
然
こ
し
て
生
じ
た
無
明
が
根
本
こ
な
り
て
三
細
金
畿
を
生
じ
摩
る
こ
な
し
、
而
も
無

始
応
命
の
無
明
ご
云
ひ
、
血
染
薫
習
ご
云
ふ
ご
其
根
本
思
想
に
於
て
相
濡
…
じ
た
る
も
の
が
あ
る
。

勿
論
こ
、
に
は
省
槍
柵
ご
云
ふ
名
僻
も
出
す
、
附
頼
耶
の
思
想
も
現
は
れ
す
、
起
信
論
の
如
く
縁
処

思
想
の
整
然
た
る
も
の
で
は
な
い
が
、
此
内
に
は
叉
唯
3
5
縁
起
を
主
命
す
べ
き
契
機
を
有
す
る
ご

考
へ
ざ
る
を
得
な
い
。
而
し
て
そ
は
立
入
精
紳
を
本
位
こ
す
る
阿
頼
耶
食
糧
よ
り
も
、
普
遍
精
紳

た
る
眞
如
自
膿
を
緑
趨
の
主
膿
ご
す
る
眞
如
維
超
に
接
近
す
る
。
梵
細
に
て
も
嬰
路
に
て
も
、
精

．
帥
其
物
の
本
原
を
心
棺
は
こ
ら
ぬ
が
軍
に
因
縁
合
成
の
無
膿
の
も
の
こ
は
考
へ
て
る
な
い
。
梵

網
上
憲
に
て
も
「
室
慧
は
縁
，
な
き
に
非
す
智
禮
を
心
ご
難
く
、
一
切
法
を
分
別
す
る
．
假
名
の
癩
者
は

溢
ご
通
行
す
1
重
れ
膿
性
の
功
用
扁
ご
、
帥
ち
駅
名
の
曲
者
の
根
底
に
智
膿
あ
り
て
こ
そ
遽
ご
蓮
同

ず
る
事
が
毘
迂
る
の
で
あ
る
。
こ
、
に
は
普
遍
我
ご
個
我
の
關
係
が
朦
げ
な
馳
ら
現
は
れ
て
摩

で
み
る
。
翻
れ
は
阿
頼
耶
縁
起
に
於
け
る
凝
然
不
作
の
翼
廊
ご
阿
頼
耶
こ
の
醐
係
よ
り
も
、
起
信

論
の
七
輪
ご
阿
頼
耶
ご
の
關
係
を
思
ひ
浄
べ
し
め
る
。
又
下
欄
に
て
は
戒
膿
を
の
べ
て
「
一
切
佛

の
本
源
一
切
菩
薩
の
本
源
！
瀟
々
常
住
法
身
あ
り
」
ご
云
ひ
、
理
工
経
に
て
は
法
性
の
腱
を
説
明
し

て
、
先
づ
「
非
有
藤
豆
非
色
図
心
…
…
」
こ
て
す
べ
て
を
否
定
し
「
言
語
同
断
心
行
施
滅
」
ご
云
ひ
，
．
此
法
性

　
　
　
　
写
糊
嬰
路
二
経
の
威
立
年
代
ミ
其
…
教
謹
定
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五
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ハ

の
徳
が
吾
入
に
威
ぜ
ら
れ
る
も
の
ビ
し
て
は
法
身
鷹
身
の
二
身
で
あ
り
、
一
切
衆
生
も
亦
此
二
身

が
－
エ
ハ
は
つ
て
み
る
の
で
あ
り
共
積
極
的
徳
用
ご
し
て
は
「
黒
瀬
一
乗
金
剛
賓
藏
h
法
身
藏
、
自
性
清
浄

離
隔
獄
、
一
照
相
、
一
合
縮
．
一
応
相
、
一
畳
相
、
豊
明
無
二
，
滅
諦
常
槻
弓
浄
」
ビ
云
ふ
て
る
る
如
き
は
、
鏡
？
如
縁

蓮
の
離
言
眞
如
依
言
翼
如
蝿
の
早
早
を
想
起
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
此
眞
薄
縁
超
的
傾
向
ご

云
ひ
先
の
一
’
5
三
槻
の
思
想
ご
云
ひ
、
先
に
成
立
せ
る
梵
等
号
に
多
く
現
は
れ
ず
、
後
に
成
立
せ
る

理
路
経
に
於
て
除
稚
明
瞭
に
現
は
れ
て
る
る
の
は
興
昧
あ
る
事
で
あ
る
。
　
一
度
龍
樹
に
よ
り
て

…
野
趣
親
が
改
革
せ
ら
れ
、
諸
法
實
融
論
．
一
心
三
三
説
こ
な
っ
た
の
を
受
け
て
、
更
に
此
三
概
説
を
螢

賀
せ
し
め
て
後
の
天
台
の
要
理
組
織
に
光
明
を
輿
へ
、
又
此
一
心
よ
り
繰
鵡
相
績
す
お
越
信
思
想

の
方
向
へ
一
歩
を
進
め
た
是
等
爾
経
殊
に
寒
路
維
の
如
き
は
、
習
事
敢
理
史
の
上
に
重
要
な
る
地

位
を
占
む
る
も
の
ご
云
ふ
べ
き
で
あ
る
Q

　
以
上
に
よ
り
て
論
ぜ
ん
ご
す
る
露
は
賂
論
じ
麗
し
淀
。
是
等
爾
経
は
樹
上
述
の
思
想
の
外
に

亦
戒
律
思
想
こ
し
て
亭
亭
の
上
に
興
味
あ
る
位
置
を
占
め
て
み
る
も
の
で
あ
る
が
、
蕪
で
は
此
事

に
つ
い
て
詳
細
に
論
ず
る
暇
も
な
く
、
叉
本
論
の
目
的
こ
す
る
麩
で
も
な
い
が
、
但
一
言
大
乗
戒
律

，
患
想
が
か
、
る
残
達
せ
る
大
乗
思
想
ご
共
に
現
は
れ
て
摩
た
所
以
に
就
て
論
述
し
，
以
て
此
論
を

卵
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絡
ら
う
ご
思
ふ
。
此
大
桑
戒
律
を
説
け
る
経
典
が
般
君
皆
塞
思
想
を
出
張
黙
ε
し
．
龍
樹
の
實
相

論
を
楼
塾
し
、
其
経
の
形
式
に
於
て
華
巌
経
を
繊
妬
し
た
事
は
誠
に
意
義
の
あ
る
事
で
あ
っ
て
、
恐

ら
く
大
乗
初
期
よ
り
磯
し
た
交
殊
般
若
の
塞
思
想
が
頂
上
に
達
し
た
時
、
一
方
よ
り
華
嚴
の
普
賢

行
願
の
患
想
が
あ
ら
は
れ
摩
）
、
而
し
て
般
若
は
塞
無
相
無
冠
の
智
悪
が
南
限
で
あ
り
、
華
嚴
は
盛

を
根
底
ご
し
て
の
尊
位
行
願
が
主
眼
で
あ
る
。
此
五
位
行
願
を
主
眼
こ
せ
る
華
巌
経
の
形
式
を

君
影
し
、
龍
樹
の
後
に
出
で
、
意
志
を
主
こ
す
る
大
隻
乗
戴
律
経
典
が
成
立
し
た
事
は
當
然
で
あ
る

ご
思
ふ
。
ε
云
ふ
の
は
，
大
乗
佛
激
は
龍
樹
前
後
に
至
り
敷
理
上
に
は
大
な
る
駿
展
を
な
し
二
つ

た
時
に
、
般
若
経
は
勿
論
華
麗
に
も
細
葉
に
も
龍
樹
の
思
想
に
於
て
さ
へ
も
、
大
乗
戒
學
の
精
…
帥
を

説
き
な
が
ら
共
形
は
爾
未
だ
小
乗
戒
律
に
依
っ
て
み
た
の
で
あ
る
が
、
今
や
大
乗
点
呼
は
激
理
上

に
於
て
其
基
礎
確
立
し
、
小
乗
を
破
証
し
，
小
乗
は
又
大
乗
に
樹
抗
し
て
大
乗
を
以
て
非
佛
説
ご
盤

っ
て
み
た
當
時
に
、
大
乗
佛
激
徒
は
、
佛
一
慮
の
因
縁
に
よ
っ
て
設
か
れ
た
形
式
の
俗
話
を
無
上
の

至
賓
ご
な
せ
る
小
乗
戒
律
に
懐
ら
す
、
且
敷
會
の
規
定
や
敏
感
の
入
門
の
み
小
乗
戒
律
を
奉
持
す

る
は
漱
會
問
題
の
上
か
ら
忍
び
な
い
事
で
あ
る
か
ら
、
思
想
的
に
は
普
賢
行
願
思
想
の
實
行
を
徹

底
せ
し
む
る
蕾
め
、
費
際
閥
題
こ
し
て
は
大
乗
佛
敷
の
敏
會
の
基
礎
を
確
立
す
る
爲
め
、
是
等
大
乗

戒
律
経
典
が
田
現
し
た
も
の
ご
考
へ
る
。
さ
れ
ば
是
等
の
戒
律
思
想
に
て
は
戒
膿
が
重
要
問
題

　
　
　
　
梵
網
翼
路
二
縄
の
戊
立
年
代
ミ
巽
教
理
ぜ
に
就
て
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で
あ
っ
て
梵
綱
に
は
「
有
に
処
す
無
に
葬
す
因
果
の
法
に
識
す
而
も
諸
佛
の
本
源
菩
薩
の
根
本
大

衆
佛
子
の
根
本
」
に
し
て
、
吾
輩
を
し
て
走
法
に
長
じ
て
菩
提
に
至
ら
し
む
る
精
紳
活
動
の
本
源
ε

な
る
も
の
で
あ
る
Q
理
幣
経
に
よ
れ
ば
、
善
は
菩
提
の
階
程
で
、
惑
は
煩
麟
の
住
地
で
あ
る
、
一
歩
一

歩
儀
細
の
煩
悩
を
去
り
菩
提
の
道
を
…
進
む
も
の
は
所
謂
遣
外
如
薫
習
の
如
き
も
の
で
、
此
一
分
菩
提

の
池
に
入
っ
た
時
に
一
分
の
戒
膿
が
婁
現
す
る
。
か
く
て
法
性
原
頭
に
達
し
た
時
無
相
の
智
を

得
て
善
悪
ご
耀
く
べ
き
も
の
も
戒
ビ
名
く
べ
き
も
の
も
な
く
、
然
も
一
切
行
戒
行
に
あ
ら
ざ
る
な

き
に
至
る
，
此
時
戒
膿
に
冥
合
し
た
の
で
あ
る
。

　
か
、
る
戒
禮
思
想
を
有
し
、
天
台
の
漱
理
上
に
て
も
重
要
な
る
地
位
を
占
む
る
思
想
を
根
底
ε

し
て
説
か
れ
た
重
な
る
が
故
に
、
天
台
の
戒
學
の
勝
依
の
経
典
ビ
し
て
尊
重
せ
ら
れ
、
法
華
の
三
軌

や
實
相
戒
膿
ご
融
合
せ
し
め
ら
る
、
に
至
つ
だ
も
の
で
あ
る
。

ら

戯


